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て
い
く
こ
と
を
心
に
誓
っ
た
。

さ
ら
に
北
上
し
、
祖
国
復
帰
闘

争
碑
文
の
あ
る
辺
戸
岬
へ
向
か
っ

た
。
碑
文
は
「
こ
の
碑
は
・
・
・

闘
い
を
ふ
り
返
り

大
衆
が
信

じ
あ
い

自
ら
の
力
を
確
か
め

あ
い
決
意
を
新
た
に
し
合
う
た

め
に
こ
そ
あ
り
・
・
・
」
と
刻

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
を
か

み
し
め
な
が
ら
こ
の
日
の
行
動

を
終
え
た
。

翌
16
日
は
、
宜
野
湾
市
役
所

前
を
出
発
と
す
る
平
和
行
進
に

参
加
し
た
。
南
コ
ー
ス
は
、
２

０
０
４
年
米
軍
ヘ
リ
が
墜
落
し

た
沖
縄
国
際
大
学
の
前
を
通
過

す
る
。
参
加
者
は
か
わ
る
が
わ

る
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
の
リ
ー

ド
を
行
っ
た
。
道
端
や
家
の
窓

か
ら
振
ら
れ
る
手
に
励
ま
さ
れ

な
が
ら
行
進
を
続
け
た
。
途
中

右
翼
の
宣
伝
カ
ー
か
ら
の
妨
害

が
あ
っ
た
が
、
宜
野
湾
市
海
浜

公
園
ま
で
の
行
進
を
貫
徹
し
た
。

休
む
間
も
な
く
、
私
た
ち
は
再

び
辺
野
古
へ
向
か
っ
た
。
辺
野

古
で
は
、
ゲ
ー
ト
前
の
集
会
と

デ
モ
に
わ
ず
か
な
時
間
だ
っ
た

が
参
加
し
た
。
バ
ス
の
中
で
昨

日
私
た
ち
が
貼
っ
た
檄
布
が
右

翼
の
手
で
は
が
さ
れ
た
と
い
う

報
告
が
東
京
労
組
の
組
合
員
で

辺
野
古
ゲ
ー
ト
前
の
行
動
に
参

加
す
る
た
め
現
地
に
滞
在
中
の

石
原
さ
ん
か
ら
あ
っ
た
。
ま
た
、

私
た
ち
が
２
日
間
乗
っ
た
バ
ス

ガ
イ
ド
・
松
田
さ
ん
は
、
平
和

ガ
イ
ド
と
し
て
、
出
身
地
の
東

村
の
こ
と
も
話
し
て
く
れ
た
。

バ
ス
の
車
内
も
含
め
沖
縄
の
今

と
過
去
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

17
日
は
、
い
よ
い
よ
県
民
大

集
会
だ
。
集
会
に
向
か
う
前
に

「
対
馬
丸
記
念
館
」
と
「
沖
縄

戦
・
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
写
真
展
示

館
」
に
行
っ
た
。
沖
縄
の
怒
り

の
原
点
を
胸
に
集
会
に
参
加
で

き
た
こ
と
は
と
て
も
良
か
っ
た
。

集
会
場
の
正
面
最
前
列
に
ジ
ュ

ゴ
ン
３
匹
を
並
べ
て
参
加
し
た

私
た
ち
は
、
注
目
を
集
め
た
よ

う
だ
っ
た
。
集
会
は
、
司
会
者

の
女
子
高
生
の
初
々
し
く
も
実

感
の
こ
も
っ
た
リ
ー
ド
で
進
め

ら
れ
、
場
外
で
の
参
加
者
も
含

め
３
万
５
千
人
が
結
集
し
た
。

翁
長
知
事
の
「
辺
野
古
に
基
地

を
作
ら
な
い
こ
と
が
、
普
天
間

の
危
険
性
除
去
の
解
決
策
だ
」

と
い
う
力
強
い
発
言
に
は
、
会

場
を
揺
る
が
す
拍
手
が
鳴
り
や

ま
な
か
っ
た
。

18
日
は
、
早
朝
普
天
間
基
地

前
で
行
わ
れ
て
い
る
米
軍
へ
の

抗
議
行
動
に
参
加
し
、
出
発
ま

で
各
自
自
由
に
過
ご
し
那
覇
空

港
で
の
解
散
式
を
行
い
帰
路
に

つ
い
た
。

私
は
、
今
回
の
ツ
ア
ー
に
参

加
し
、
沖
縄
の
熱
い
心
と
闘
い

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
決

意
も
新
た
に
、
職
場
で
地
域
で

こ
れ
か
ら
も
沖
縄
の
人
々
と
も

に
闘
い
続
け
た
い
。

南
部
全
労
協
・
藤
村
妙
子

２
０
１
５
年
5
月
は
、
歴
史

に
残
る
月
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ

の
歴
史
の
分
か
れ
目
で
ど
の
方

向
に
歯
車
を
動
か
す
の
か
が
問

わ
れ
る
時
に
沖
縄
の
地
に
行
っ

た
。5

月
14
日
夕
刻
羽
田
を
飛
び

立
っ
た
私
た
ち
東
京
全
労
協
35

名
は
、
那
覇
で
大
阪
全
労
協
か

ら
の
参
加
者
２
名
と
合
流
し
、

先
発
し
て
い
た
久
保
さ
ん
、
江

田
さ
ん
と
全
労
現
地
駐
在
員
・

下
地
さ
ん
の
出
迎
え
を
受
け
て

ツ
ア
ー
は
開
始
さ
れ
た
。

5
月
15
日
は
、
復
帰
43
年
を

迎
え
る
。
こ
の
日
私
た
ち
は
ま

ず
辺
野
古
へ
と
向
か
っ
た
。
辺

野
古
の
浜
に
あ
る
テ
ン
ト
で
説

明
を
受
け
た
後
、
東
京
全
労
協

と
全
国
一
般
東
京
労
組
の
檄
布

を
フ
ェ
ン
ス
に
貼
っ
た
。
こ
の

後
、
ヘ
リ
パ
ッ
ト
基
地
に
反
対

す
る
高
江
の
地
に
行
き
闘
い
の

現
状
を
聞
き
、
今
後
も
支
援
し

☆米海兵隊普天間基地の即時閉鎖・返還と辺野古新基地建設計画の断念を求めます。

☆オスプレイの沖縄配備の即時撤回と全国での低空飛行訓練の中止を求めます。

☆米軍横田基地にＣＶ22オスプレイ配備反対！米軍の配備計画の即時撤回を求めます。

☆日米安保条約を破棄し軍事力にたよらない真の平和を構築しましょう。

2015年６月20日（土）
集合場所 ： 福生公園 （最寄駅 ＪＲ牛浜駅）
時 間 ： 13：30集合 15：00デモ出発

主 催：米軍基地に反対する実行委員会

連絡先：東京都港区新橋6-7-1 川口ビル6Ｆ

TEL:03-5403-1650 FAX:03-5403-1653

賛同金・カンパ振込先

郵便振替：00140-5-322942

口座名義：米軍基地に反対する実行委員会

左上：辺戸岬、左中：辺野古浜、左下・右下：県民大集会、右上：シュワブ周辺を抗議の行進

米軍横田基地へのオスプレイ配備反対！ 自衛隊のオスプレイ購入反対！

6・20米軍横田基地反対集会・デモ
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第
86
回
日
比
谷
メ
ー
デ
ー

は
、
５
月
１
日
に
日
比
谷
野

外
音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
、
約

７
千
人
の
参
加
者
で
成
功
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、

沖
縄
辺
野
古
の
闘
い
で
歌
わ

れ
て
い
る
「
座
り
こ
め
こ
こ

へ
」
を
、
日
比
谷
メ
ー
デ
ー

合
唱
隊
の
リ
ー
ド
で
参
加
者

全
員
が
立
ち
上
が
り
腕
を
組

ん
で
の
合
唱
と
な
り
ま
し
た
。

員
か
ら
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
韓
国
民
主
労
働

組
合
総
連
盟
と
第
86
回
中
央
メ
ー

デ
ー
実
行
委
員
会
か
ら
あ
り
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
「
島
キ

ク
ジ
ロ
ウ
＆
Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｅ

Ｓ

Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｓ
」
の
ラ
イ

ブ
で
脱
原
発
や
憲
法
改
悪
を
題

材
に
し
た
唄
が
歌
わ
れ
ま
し
た
。

決
意
表
明
は
、
非
正
規
労
働

者
か
ら
浅
川
喜
義
さ
ん
（
郵
政

ユ
ニ
オ
ン
20
条
裁
判
原
告
）
、

外
国
人
労
働
者
か
ら
橋
本
秀
吉

（
在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
全
国
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
、
争
議
関
係
か
ら

小
金
井
俊
弥
さ
ん
（
全
国
一
般

フ
ジ
ビ
グ
ル
ー
プ
分
会
）
、
反

戦
平
和
運
動
か
ら
高
田
健
さ
ん

（
平
和
と
い
の
ち
と
人
権
を
！

5･

3
憲
法
集
会
実
行
委
員
会
）
、

か
ら
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

安
倍
政
権
の
暴
走
ス
ト
ッ
プ
！

今
15
春
闘
は
、
昨
年
と
同
様

に
政
府
か
ら
賃
上
げ
誘
導
を
行

う
官
製
春
闘
と
な
り
、
一
部
大

企
業
で
わ
ず
か
な
賃
上
げ
が
さ

れ
た
も
の
の
、
中
小
企
業
の
改

善
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
消
費
税

の
増
税
も
加
わ
っ
て
賃
金
格
差

は
更
に
拡
大
し
ま
し
た
。

日
比
谷
メ
ー
デ
ー
で
は
、
中

小
労
組
、
非
正
規
労
働
者
、
未

式
典
議
長
は
、
小
澤
一
雅
さ
ん

（
国
労
東
京
地
本
）
と
木
下
孝

子
さ
ん
（
全
国
一
般
東
京
労
組
）

が
行
い
ま
し
た
。
冒
頭
、
議
長

団
の
呼
び
掛
け
に
よ
り
、
震
災

被
害
者
に
対
す
る
黙
祷
が
参
加

者
全
員
で
行
わ
れ
式
典
が
始
ま

り
ま
し
た
。

連
帯
挨
拶
は
武
藤
弘
道
都
労

連
委
員
長
か
ら
受
け
、
来
賓
挨

拶
は
山
本
隆
東
京
都
産
業
労
働

局
長
と
福
島
み
ず
ほ
参
議
院
議

組
織
労
働
者
、
外
国
人
労
働
者

等
に
よ
る
怒
り
と
す
べ
て
の
労

働
者
の
労
働
条
件
全
般
の
改
善
、

「
首
切
り
自
由
」
を
許
さ
な
い

闘
い
が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
を
突
破
口
に
戦
争
国
家
体
制

に
突
き
進
む
憲
法
改
悪
、
沖
縄

の
民
意
を
無
視
し
た
辺
野
古
新

基
地
建
設
の
強
行
、
雇
用
破
壊

に
繋
が
る
労
働
法
制
の
改
悪
な

ど
安
倍
政
権
の
暴
走
を
止
め
る

闘
い
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
特
別
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
労
働
法
制
の
改
悪
反
対
！
一

日
８
時
間
労
働
制
の
破
壊
を
許

さ
な
い
！
」
「
福
島
を
忘
れ
な

い
！
原
発
の
再
稼
働
反
対
す
べ

て
廃
炉
へ
！
」
「
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
反
対
！
戦
争
国
家
体

制
を
許
す
な
！
」
と
し
、
デ
モ

で
は
沖
縄
辺
野
古
新
基
地
建
設

反
対
の
横
断
幕
や
ゼ
ッ
ケ
ン
、

プ
ラ
カ
ー
ド
も
数
多
く
出
さ
れ
、

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
も
そ
の
内

容
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

統
一
メ
ー
デ
ー
の
実
現
を
！

今
年
も
統
一
メ
ー
デ
ー
は
実

現
せ
ず
、
今
日
の
「
分
裂
メ
ー

デ
ー
」
が
固
定
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
も
う
一
度
労
働
者
の
一
層

幅
広
い
結
集
と
闘
い
の
広
場
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
は
、
日
常
的
・
恒

常
的
に
課
題
別
共
闘
な
ど
を
通

じ
な
が
ら
訴
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

引
き
続
き
、
労
働
者
全
体
の

統
一
メ
ー
デ
ー
の
実
現
に
向
け

て
奮
闘
し
よ
う
！
！

わ
ず
か
な
未
来
へ
の
輝
き

20
年
前
、
組
合
に
加
入
分
会

を
結
成
し
、
会
社
に
対
し
て
申

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
は
よ
く
あ
る
こ
と
で

す
が
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
組
合

つ
ぶ
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

特
に
記
し
て
お
き
た
い
の
は
、

仲
間
の
一
人
が
自
宅
前
で
拉
致

さ
れ
、
空
き
地
で
三
人
組
に
鉄

パ
イ
プ
で
滅
多
打
ち
に
さ
れ
、

腕
を
折
ら
れ
、
す
ね
は
骨
が
露

出
す
る
程
で
し
た
。

時
と
し
て
、
経
営
者
は
そ
の

わ
ず
か
ば
か
り
の
権
力
が
労
働

者
に
対
し
て
全
能
で
あ
る
か
の

よ
う
な
振
る
舞
い
を
行
い
、
そ

れ
が
会
社
や
労
働
者
の
為
で
あ

る
か
の
ご
と
く
言
い
放
つ
思
考

が
破
綻
し
て
い
る
者
が
存
在
し

ま
す
。

私
考
で
す
が
、
至
公
な
道
理

が
通
用
し
な
い
経
営
者
は
そ
の

立
場
か
ら
退
場
し
て
も
ら
い
、

そ
し
て
そ
の
立
場
は
労
働
者
が

担
え
ば
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

単
に
、
労
働
者
が
経
営
者
に

な
る
こ
と
で
は
な
く
、
す
べ
て

の
労
働
者
が
搾
取
さ
れ
る
事
な

オープニングは闘いの現場から『座り込めここへ』を全体合唱した。

く
至
公
な
分
配
の
も
と
、
そ
の

生
活
を
豊
か
に
す
る
事
が
最
優

先
で
は
な
く
、
で
き
る
限
り
不

幸
に
陥
る
こ
と
が
な
い
様
仲
間

が
助
け
合
い
、
市
場
主
義
と
な
っ

た
社
会
と
闘
争
し
続
け
る
事
が

守
る
べ
き
わ
ず
か
な
未
来
へ
の

輝
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

申
し
遅
れ
ま
し
た
、
私
、
出

身
は
全
統
一
労
働
組
合
・
光
輪

モ
ー
タ
ー
ス
分
会
、
現
在
は
同

じ
く
城
北
食
品
分
会
に
所
属
し

て
お
り
ま
す
。

こ
ち
ら
も
自
主
生
産
で
す
。

東
京
全
労
協
常
任
幹
事
と
し

て
、
末
席
に
加
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

全
統
一
労
組
・
久
野

茂

東
京
全
労
協
常
任
幹
事
の
紹
介

沖縄連帯・横田オスプレイ配備阻止！

軍事基地に反対する5.29学習会を開催

去る5月29日に都内・日比谷図書館小ホールにおいて、軍地基地

に反対する学習会を開催しました。

この学習会は6.20米軍横田基地反対集会の前段の取り組みとし

て開催されました。この間、東京全労協は沖縄平和行進を取り組

み、今年4月には沖縄・辺野古へ闘争支援として仲間を派遣してき

ました。数年前から関東・東京所在でも沖縄闘争に連帯した取り

組みとして企画してきました。

5.29学習会では各地の米軍基地に反対する取り組み報告を中心

に岩国基地、神奈川基地、横田基地からの報告、そして沖縄（辺

野古）現地闘争参加の報告がありました。

沖縄・辺野古の闘いに連帯すること、新基地建設反対、横田基

地オスプレイ配備反対オスプレイ配備反対などを確認しました。


